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NTTの「ナンバーディスプレイサー

ビス」が2月1日から全国で開始され

ます。これは、電話をかけたときに自分の

電話番号を相手に表示できるほか、相手も

サービスを利用していれば、自分の電話機

のディスプレイにも相手の電話番号が表示

できるサービスです。これにより電話を受け

る前に相手を確認できます。

このサービスを利用するには、まずサー

ビスの申し込みを行います。工事費は1回

線につき2000円で、月々の使用料が一般住

宅で600円（INS64の場合）かかります。電

話番号通知形態も2通りあり、相手の電話

番号の前に「184」をダイヤルすることで、

その通話に限り電話番号を知らせない「通

話ごと非通知」と普段は相手に電話番号

を知らせず、「186」を電話番号の前にダ

イヤルした場合に限り、電話番号を通知す

る「回線ごと非通知」があります。このい

ずれかの方法を選択します。

機器に関しては、TAとそれに接続するア

ナログ電話機がナンバーディスプレイ対応機

種でなければなりません。ナンバーディスプ

レイ対応のTAでは、NECの「Aterm IT65

シリーズ」やNTTの「INSメイトV-7（V-8）

シリーズ」があります。アナログ電話機で

は日本ビクターの「コードレス留守番電話

機TN-DJ5」、NTTの「ハウディデジタルコ

ードレスホンDCP-4100」など続々と新製

品も発売されています。これらの製品は従

来品と価格がさほど変わりません。また、

TAやアナログ電話機がナンバーディスプレ

イに対応していない場合は、NTTなどで発

売しているアダプター（6500円～）やTAに

内蔵する表示ユニット（10000円程度）を購

入して設置する方法もあります。（編集部）

NTTナンバーディスプレイホームページ
j http://www1.sphere.ne.jp/cli/
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今月の
ヘッドライン

このコーナーでは、皆さん 
から寄せられたインターネットに関する質問や

疑問にお答えします。分からないことや疑問はどんなこと 
でもけっこうですので、編集部までお寄せください。 

メールアドレスは ip-faq@impress.co.jp です。 
なお、質問へのメールでの回答はできませんので 

ご了承ください。 
1
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私の家ではINSネット64回線を

使用しています。2月1日より全国で

開始されるNTTの「ナンバーディスプ

レイサービス」を利用したいのですが、

特別な機器が必要と聞きました。どの

ようなものを用意すればよいのでしょ

うか？ （宮城県 高瀬さん）

Q

A

ナンバーディスプレイについて

今 月 の 回 答 者

砂原秀樹+菊地宏明+編集部

【アドバイザー】砂原秀樹
奈良先端科学技術大学院大学
情報科学センター助教授
WIDEプロジェクト・ボードメンバー

ナンバーディスプレイについて

ICQってなに？
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るのなら、監視リストのアイコンがオフライ

ンからオンラインに変化することでしょう。

そして、相手のIPアドレスを知ることが可能

になります。さらにICQのアプリケーション

だけでも、テキストのチャットやメッセージ

の送受信、ファイル転送ができるようにな

っています。

IPアドレスが分かれば、インターネット電

話やビデオ会議ソフトなどのピアツーピア型

接続のソフトが使えますし、サーバー／クラ

イアント型ソフトも使えます。

すると、利用者双方がダイアルアップIP

接続でも、片側でFTPサーバーソフトを走

らせればファイル転送を高速で直接に行う

こともできます。

このようにICQは、インターネットの利用

方法を拡大し、その上に軽快に動作するの

でストレスなく使える便利なユーティリティ

ーソフトとして人気を得ています。

（菊地宏明）

ーミングセンスですね。ICQを使うと、ICQ

を利用する他の利用者の現在のIPアドレス

を知ることができ、チャットやメッセージの

送受信、ファイル転送などの基本的な通信

を行うことができます。

ICQをダウンロードして、起動した後に要

求されることは登録です。相手が自分を認

識するキーワードとして、メールアドレス、姓、

名、ニックネームなどを登録します。すると

Mirabilis社のサーバーに登録され、UIN

（Universal Internet Number）という番号

を発行してくれます。これらをキーにして、

相手を検索することができるようになります。

接続したい相手のコンピュータにもICQ

を組み込んで、登録してもらいます。そし

て、互いに相手を「監視リスト」に加えて

おきましょう。

各々のコンピュータが起動され、インタ

ーネットに接続された状態になると、ICQは

オンラインになったことをサーバーに連絡し

ます。もし監視リストにその相手を加えてい
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コミュニケーションソフトは、接続

形態によってサーバー／クライアント

型とピアツーピア型に分けられます。電子メ

ールやWWW、FTPは、特定のサーバーに

対して利用者が操作するコンピュータをクラ

イアントとして接続するサーバー／クライア

ント型接続です。一方、インターネット電話

やビデオ会議ソフトなどはサーバーを通さ

ず、利用者のコンピュータ同士が直接通信

を行うピアツーピア型が用いられます。

サーバー／クライアント型は、サーバーの

IPアドレスが固定されていればクライアント

側から容易に接続することができます。で

すからクライアントが接続するたびにIPアド

レスが変化するPPPダイアルアップ接続で

も何ら問題はありません。

一方のピアツーピア型接続の場合にも、

接続を開始する際には相手のIPアドレスを

知らなければ始まりません。ですから、相

手が、接続するたびにIPアドレスが変化する

PPPダイアルアップ接続のパソコンではIPア

ドレスが特定できず、そのままでは通信が

できません。

そこで、インターネット電話やビデオ会議

ソフトを販売するメーカーは、ソフトの中に、

自社内に設置したサーバーにアクセスさせ、

このサーバーを待ち合わせ場所にして、通

信を行いたい相手を待つ機能を備えました。

このサーバーで出会ったときに相手のIPアド

レスを確認し、本来のピアツーピア型接続

を開始しようというものです。しかし、こ

の方法では汎用性がなく、特定のアプリケ

ーションソフトのユーザーだけがピアツーピ

ア型接続を利用できるにすぎません。

さて本題に戻りましょう。ICQはMirabilis

社のコミュニケーションソフトです。ICQは

I Seek Youをもじって付けた名前で、これ

はCU-SeeMe（See you see me）と同じネ

「ICQ」という言葉をチャットな

どで聞くことがあります。ICQとは何

のことでしょうか？ さっぱり分かりませ

ん。初心者ですので、なにとぞよろし

くお願いします。 （吉田太郎さん）

Q

A

ICQってなに？

上の2つの画面がICQ監視リストです。登録してある
相手がオンライン状態かオフライン状態かが一目で
分かるようになっています。画面左上の数字がUNI
です。右の画面は検索画面でここに監視リストに加
えたい相手のアドレスや名前を入れて検索します。

Mirabilis社のホームページからICQ
ベータ版のダウンロードができます。

j http://www.mirabilis.
com/download/
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を選ぶ際にも同じことが言えます。日本国

内ではインターネットプロバイダー事業が立

ち上がったのは比較的最近であるため、ほ

とんどのプロバイダーは2000年問題に対応

できる新しいシステムを利用しているでしょ

う。ですから、心配はないと思われます。

しかし、企業などで古くからインターネッ

トに接続してきたところは一度システムの確

認をしておいたほうがいいと思います。

また、実際に事が発生するのが2000年で

はないのですが、インターネットには同様の

問題が発生する可能性を持つ別の問題が

あります。NTP（Network Time Protocol）

をはじめとするインターネットの時刻関連の

プロトコルでは、現在時刻を1970年1月1

日0時0分0秒（グリニッジ標準時）からの秒

数で表記することになっています。現在32

bitの符号付き整数が用いられているのです

が、これをこのまま使っていると、2038年に

は、数値が負の数になってしまい、2000年

問題と同様におかしな状況が発生すること

になります。そこで、この値を64bit整数で

表現するように変更されつつあります。

というわけで、利用者としては常に最新

のシステムを利用するように心掛けること

が重要なのではないかと思います。

（砂原秀樹）

この報告を読む限り、基本的に現在の

インターネットは2000年問題に対応するべ

く仕様の改善が進んでいることが分かりま

す。例えば、RFC822というメールフォー

マットを規定する文書を読むと、日付を示

す「Date:」ヘッダーには、年は下2桁で表記

しなければならないと書いてありますが、こ

れはRFC1123で、「4桁で表記しなければ

ならない」と変更されています。同様にほ

とんどのRFCにおいて4桁で年を表現する

か、年を2桁で表記している場合には99より

も00のほうが後の日付であると解釈するよ

うに取り扱うことを規定しています（つまり、

99は西暦1999年を表し、00は西暦2000年

を表すとして処理するようにプログラムを作

ることになっています。これで約50年間問題

を先送りできるので、その間に4桁年号への

対応を進めることになっています）。

しかし、問題はいまだにインターネットの

中で古いRFCに基づく実装が動作している

ことです。つまり、規格としては2000年問

題に対処できているのに、ソフトウェアなど

が更新されていないために、対応ができな

いというケースが存在するのです。よって、

今ユーザーが準備するべきことは、2000年

問題に対応した最新のシステムを使うよう

にすることでしょう。これは、プロバイダー

「2000年問題」については、新

聞などの媒体が大騒ぎしているわり

には、ほとんどの人が実感を持っていない

のではないかと思います。しかし、本当に

このまま何もしないでいると大変なことが

起こるかもしれません（まあ、マスコミが

言うほどのパニックを引き起こすとは思え

ませんが…）。インターネットでも、この問

題は議論されていて、IETF（Internet

Engineering Task Force：インターネット

標準化組織）においても「The Internet

and The Millennium Problem」というワ

ーキンググループが設置されています（図

1参照）。

ここでは、現在インターネットで利用さ

れているさまざまなプロトコル、つまりRFC

の文書の中で2000年問題に関連する部分

を調べ、対応方法について検討が進められ

ています。
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「2000年問題」を耳にするよう

になりましたが、いまいちピンときま

せん。会社でコンピュータ関係の仕事

をしてるわけではないので、特に何も

していないのですが、2000年まで残

すところ2年となり、少しは気にすべ

きなのかとも思います。そこで、私の

身の回りやインターネットがらみで、

今から気をつけたほうがいいことがあ

ればアドバイスをお願いします。

（秋山 信次さん）

Q

A
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図1:（左）

The Internet and The Millennium Problem
ワーキンググループのページ

j http://www.ietf.org/html.charters/
2000-charter.html

（右）

IETFホームページ内2000年問題に関する
ドラフト

j ftp://ftp.ietf.org/internet-drafts/
draft-ietf-2000-issue-01.txt
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